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　「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」と
し
て
、２

０
１
５
年
９
月
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
２

０
３
０
年
ま
で
に
達
成
を
め
ざ
す
17
の
目

標（
ゴ
ー
ル
）で
す
。経
済
・
社
会
・
環
境

を
め
ぐ
る
広
範
な
課
題
に
統
合
的
に
取
り

組
み
、誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、様
々
な
立
場

の
人
が
目
標
達
成
の
た
め
に
行
動
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

17
の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

定
め
ら
れ
、貧
困
や
気
候
、環
境
問
題
な
ど

に
対
す
る
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、目
標
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
達
成
す
る

た
め
の
取
り
組
み
が
他
の
目
標
や
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
達
成
に
も
つ
な
が
る
の
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
特
徴
で
す
。

例
え
ば
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及（
目
標
７
）が
進
め
ば
、環
境
保
全（
目
標

14
、15
）に
つ
な
が
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
展

に
よ
り
、イ
ン
フ
ラ
整
備（
目
標
９
）な
ど
に

活
用
が
見
込
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
は
、

日
常
生
活
の
中
に
多
く
あ
り
ま
す
。例
え

ば
、

・
食
べ
残
し
を
な
く
す
こ
と

・
節
電
節
水

・
マ
イ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
参

・
再
利
用
、リ
サ
イ
ク
ル etc.

こ
う
し
た
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
で
、地

域
に
貢
献
し
、さ
ら
に
社
会
全
体
が
よ
り

良
い
も
の
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

広報きたかた　2022. ７　③ 広報きたかた　2022. ７　②☎広報に記載の市内電話番号 ☎「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」と「高郷町」との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

　
市
で
は
、「
喜
多
方
市
総
合
計
画（
基
本

計
画
）」に
つ
い
て
、令
和
３
年
度
に
中
間

見
直
し
を
行
い
、引
き
続
き
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
を
は
じ
め
、災
害
危
機
、地
域

産
業
の
活
性
化
な
ど
に
対
す
る
各
種
施
策

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
都
市
像
で
あ
る「
力
強
い
産
業

　
人
が
輝
く
　
活
力
満
ち
る
安
心
・
安
全

な
ま
ち
」を
目
指
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、総
合
計
画
の
更
な
る

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

  

企
画
調
整
課  

戦
略
室

☎（
24
）５
２
０
７

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
？

SDGs
～持続可能な社会のために～

目
標
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト

身
近
な
取
り
組
み

ＳＳustainableustainable

ＤＤevelopmentevelopment

ＧＧoaloalｓｓ

＝＝

＝＝

＝＝

持続可能な持続可能な

開発開発

目標（ゴール）目標（ゴール）

市
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関
連

問

17の目標と
　市総合計画の主な施策

生活困窮世帯への支援
ひとり親家庭に対する
支援

振興作物の産地化
避難体制の確立

生活習慣病予防対策の
推進
保健、福祉施設の整備

学びを支える環境の整備
保育等の充実

男女共同参画社会の推進
安定した水道水の供給
と汚水処理の普及拡大

省エネルギー・再生可
能エネルギーの推進

就業機会の確保と雇用
創出の推進
ポストコロナ社会を見据
えた観光・物産の振興

企業誘致の推進と操業
支援

公共交通の充実

職業能力の向上と労働
者福祉の向上

移住・定住の促進
消防体制の充実

廃棄物減量化の促進
環境負荷の低減

防災体制の強化
くらしや産業を支える
道路環境の整備

森林の保全及び活用
地域に残る自然や歴史

・文化などの保存と活用

市民相談の充実
地域における子育て力
の向上

地域間等の連携と交流
の促進
新産業・新分野への進
出支援

目標１  貧困をなくす 目標２  飢餓をなくす

目標３  健康増進・福祉推進 目標４  質の高い教育

目標５  ジェンダー平等 目標６  安全な水と衛生

目標７  再生可能エネルギー 目標８  働きがい・経済成長

目標９  産業基盤・インフラ整備 目標 10  不平等をなくす

目標 11  持続可能なまちづくり 目標 12  つくる・つかう責任

目標 13  気候変動対策 目標 14  海の豊かさを守る

目標 16  平和で公正な社会 目標 17  パートナーシップで目標達成

目標 15  陸の豊かさを守る

エス　　　　ディー　　　　   ジー　　　   ズ
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〜
被
保
険
者
証
の
更
新
と
保
険
料
の
お
知
ら
せ
〜

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
現
在
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、

７
月
31
日
ま
で
で
す
。８
月
か
ら
の
新
し

い
被
保
険
者
証
は
７
月
下
旬
に
特
定
記
録

郵
便
で
郵
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、現
在
は
所
得
に
応
じ
て
医
療
機

関
窓
口
で
１
割
ま
た
は
３
割
分
の
負
担
で

す
が
、令
和
４
年
10
月
か
ら
、一
定
以
上
の

所
得
が
あ
る
方
は
、２
割
負
担（
現
役
並
み

所
得
者（
窓
口
負
担
割
合
３
割
の
方
を
除

く
））に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、７
月
末
と
９
月

末
に
被
保
険
者
証
が
届
き
ま
す
。

　
２
回
被
保
険
者
証
が
届
き
ま
す
の
で
、

有
効
期
間
を
確
認
し
、正
し
い
被
保
険
者

証
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
被
保
険
者
が
高

額
な
診
療
を
受
け
る
場
合
に
、「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」を
提
示

す
れ
ば
、窓
口
支
払
い
の
上
限
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
、入
院
時
の
食
事

代
な
ど
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、現
役
並
み
所
得
区
分（
一
部
負
担

割
合
が
３
割
）の
方
で
、本
人
ま
た
は
同
一

世
帯
の
被
保
険
者
の
住
民
税
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
６
９
０
万
円
未
満
の
被

保
険
者
が
高
額
な
診
療
を
受
け
る
場
合

に
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
提
示
す
れ

ば
、窓
口
支
払
い
の
上
限
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
必
要
な
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
に
必
要
な

も
の
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

で
８
月
以
降
も
対
象
と
な
る
方
に
は
、７

月
下
旬
に
新
た
な
認
定
証
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、手
続
き
は
不
要
で
す
。

　
前
年
所
得
額
が
確
定
後
、保
険
料
額
と

納
付
方
法
に
関
す
る
通
知
を
８
月
中
旬
に

お
送
り
し
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
原
則
と
し
て
特

別
徴
収（
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
）と
な
り

ま
す
。

　
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
た

方
や
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を

超
え
る
場
合
な
ど
は
、年
金
か
ら
の
差
し

引
き
が
で
き
な
い
た
め
、普
通
徴
収（
納
付

書
な
ど
に
よ
る
納
付
）と
な
り
ま
す
。

  

保
健
課  

国
保
医
療
係

☎（
24
）５
２
２
４

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

〜
被
保
険
者
証
の
更
新
と
保
険
料
の
お
知
ら
せ
〜

問

８
月
１
日
か
ら
は

　
　
　
　
新
し
い
保
険
証
で

限
度
額
適
用・標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
、限
度
額
適
用
認
定
証

保
険
料
の
額
を

　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

保険料の計算方法

（均等割額の軽減）
軽減割合 同一世帯内の被保険者と世帯主の所得の合計
７割軽減 43万円 +10 万円 ×（年金・給与所得者数－１）を

超えない場合
５割軽減 43万円 +10 万円 ×（年金・給与所得者数－１）＋

28.5万円× 被保険者数を超えない場合
２割軽減 43万円 +10 万円 ×（年金・給与所得者数－１）＋

52 万円× 被保険者数を超えない場合

①所得割額
○一定以上の所得のある方が所得
に応じて負担
○（総所得額－43 万円（最大））×

年間保険料
限度額

66 万円

②均等割額
○全ての方が負担
○年額 44,300 円
○同一世帯内の被保険者と世帯
主の所得に応じて軽減

　保険料は①所得に応じて納める部分（所得割額）と②全員が納める定額
部分（均等割額 4 万 4300 円）があります。被保険者と世帯主の所得に応じて
軽減される場合があります。
　なお、後期高齢者医療制度加入の前日まで家族の社会保険で被扶養者
だった方は、所得割額が賦課されず、資格取得後２年間、均等割額が５割軽
減されます。

　
小
規
模
特
認
校
と
は
、一
定
条

件
の
も
と
、通
学
区
域
外
か
ら
入

学
・
転
校
を
認
め
る
制
度
で
す
。

　
上
三
宮
小
学
校
で
は「
特
色
あ

る
教
育
活
動
」を
進
め
て
い
ま

す
。そ
の
一
つ
で
あ
る「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
充
実
」を
図
る
た
め
、特

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が「
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」で
あ
り
、次

の
よ
う
な
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
を

学
び
、実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
し
な
が
ら
、簡
単
な
機
械
を
動

か
す
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
が
自
分
た

ち
の
身
近
な
生
活
に
深
く
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る

学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み

を
学
び
、タ
ブ
レ
ッ
ト
で
撮
影
し

た
画
像
を
加
工
し
な
が
ら
、ア
ニ

メ
作
品
を
制
作
し
ま
す
。

　
今
後
、成
果
発
表
の
場
と
し

て
、小
学
生
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

大
会
へ
の
参
加
や
、作
品
発
表
会

も
行
う
予
定
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、外
部
講
師
か
ら
の

指
導
や
、会
津
大
学
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、低
学
年
か
ら
段
階

的
に
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

  

学
校
教
育
課  

管
理・指
導
班

☎（
24
）５
３
１
４

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

理
解

≪外部講師から指導を受ける児童の様子≫

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

活
用

問

小規模特認校・上三宮小学校
～ ICT教育の充実～

小規模特認校・上三宮小学校
～ ICT教育の充実～

　
６
月
２
日
、株
式
会
社
モ
ン

ベ
ル（
本
社
・
大
阪
市
）と
、ア

ウ
ト
ド
ア
活
動
な
ど
の
促
進

を
通
じ
た
地
域
活
性
化
と
市

民
生
活
の
質
の
向
上
を
目
的

に
、包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　「
道
の
駅
あ
い
づ
湯
川
・

会
津
坂
下
」で
行
わ
れ
た
締
結

式
で
は
、会
津
地
域
13
市
町
村

長
と
モ
ン
ベ
ル
の
辰
野
会
長

が
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

協
定
締
結
後
、各
市
町
村
と
福

島
県
会
津
地
方
振
興
局
、そ
し

て
モ
ン
ベ
ル
と
の
間
で「
人
生

１
０
０
年
時
代
会
津
・
モ
ン

ベ
ル
広
域
連
携
共
同
宣
言
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
締
結
と
宣
言
に

よ
っ
て
、会
津
13
市
町
村
が
互

い
に
持
っ
て
い
る
魅
力
を
高

め
な
が
ら
、地
域
全
体
を
活
性

化
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

連
携
事
項

①
自
然
体
験
の
促
進
に
よ
る

環
境
保
全
意
識
の
醸
成
に
関

す
る
こ
と

②
子
ど
も
た
ち
の
生
き
抜
い

て
い
く
力
の
育
成
に
関
す
る

こ
と

③
自
然
体
験
の
促
進
に
よ
る

健
康
増
進
に
関
す
る
こ
と

④
防
災
意
識
と
災
害
対
応
力

の
向
上
に
関
す
る
こ
と

⑤
地
域
の
魅
力
発
信
と
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
促
進
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
に
関
す

る
こ
と

⑥
農
林
水
産
業
の
活
性
化
に

関
す
る
こ
と

⑦
高
齢
者
、障
が
い
者
等
の

自
然
体
験
参
加
の
促
進
に
関

す
る
こ
と

  

企
画
調
整
課
企
画
調
整
班

☎（
24
）５
２
０
９

問

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結

▲  地域活性化への期待を語る遠藤市長

8.48％
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〜
被
保
険
者
証
の
更
新
と
保
険
料
の
お
知
ら
せ
〜

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
現
在
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、

７
月
31
日
ま
で
で
す
。８
月
か
ら
の
新
し

い
被
保
険
者
証
は
７
月
下
旬
に
特
定
記
録

郵
便
で
郵
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、現
在
は
所
得
に
応
じ
て
医
療
機

関
窓
口
で
１
割
ま
た
は
３
割
分
の
負
担
で

す
が
、令
和
４
年
10
月
か
ら
、一
定
以
上
の

所
得
が
あ
る
方
は
、２
割
負
担（
現
役
並
み

所
得
者（
窓
口
負
担
割
合
３
割
の
方
を
除

く
））に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、７
月
末
と
９
月

末
に
被
保
険
者
証
が
届
き
ま
す
。

　
２
回
被
保
険
者
証
が
届
き
ま
す
の
で
、

有
効
期
間
を
確
認
し
、正
し
い
被
保
険
者

証
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
被
保
険
者
が
高

額
な
診
療
を
受
け
る
場
合
に
、「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」を
提
示

す
れ
ば
、窓
口
支
払
い
の
上
限
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
、入
院
時
の
食
事

代
な
ど
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、現
役
並
み
所
得
区
分（
一
部
負
担

割
合
が
３
割
）の
方
で
、本
人
ま
た
は
同
一

世
帯
の
被
保
険
者
の
住
民
税
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
６
９
０
万
円
未
満
の
被

保
険
者
が
高
額
な
診
療
を
受
け
る
場
合

に
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
提
示
す
れ

ば
、窓
口
支
払
い
の
上
限
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
必
要
な
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
に
必
要
な

も
の
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

で
８
月
以
降
も
対
象
と
な
る
方
に
は
、７

月
下
旬
に
新
た
な
認
定
証
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、手
続
き
は
不
要
で
す
。

　
前
年
所
得
額
が
確
定
後
、保
険
料
額
と

納
付
方
法
に
関
す
る
通
知
を
８
月
中
旬
に

お
送
り
し
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
原
則
と
し
て
特

別
徴
収（
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
）と
な
り

ま
す
。

　
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
た

方
や
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を

超
え
る
場
合
な
ど
は
、年
金
か
ら
の
差
し

引
き
が
で
き
な
い
た
め
、普
通
徴
収（
納
付

書
な
ど
に
よ
る
納
付
）と
な
り
ま
す
。

  

保
健
課  

国
保
医
療
係

☎（
24
）５
２
２
４

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

〜
被
保
険
者
証
の
更
新
と
保
険
料
の
お
知
ら
せ
〜

問

８
月
１
日
か
ら
は

　
　
　
　
新
し
い
保
険
証
で

限
度
額
適
用・標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
、限
度
額
適
用
認
定
証

保
険
料
の
額
を

　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

保険料の計算方法

（均等割額の軽減）
軽減割合 同一世帯内の被保険者と世帯主の所得の合計
７割軽減 43万円 +10 万円 ×（年金・給与所得者数－１）を

超えない場合
５割軽減 43万円 +10 万円 ×（年金・給与所得者数－１）＋

28.5万円× 被保険者数を超えない場合
２割軽減 43万円 +10 万円 ×（年金・給与所得者数－１）＋

52 万円× 被保険者数を超えない場合

①所得割額
○一定以上の所得のある方が所得
に応じて負担
○（総所得額－43 万円（最大））×

年間保険料
限度額

66 万円

②均等割額
○全ての方が負担
○年額 44,300 円
○同一世帯内の被保険者と世帯
主の所得に応じて軽減

　保険料は①所得に応じて納める部分（所得割額）と②全員が納める定額
部分（均等割額 4 万 4300 円）があります。被保険者と世帯主の所得に応じて
軽減される場合があります。
　なお、後期高齢者医療制度加入の前日まで家族の社会保険で被扶養者
だった方は、所得割額が賦課されず、資格取得後２年間、均等割額が５割軽
減されます。

　
小
規
模
特
認
校
と
は
、一
定
条

件
の
も
と
、通
学
区
域
外
か
ら
入

学
・
転
校
を
認
め
る
制
度
で
す
。

　
上
三
宮
小
学
校
で
は「
特
色
あ

る
教
育
活
動
」を
進
め
て
い
ま

す
。そ
の
一
つ
で
あ
る「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
充
実
」を
図
る
た
め
、特

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が「
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」で
あ
り
、次

の
よ
う
な
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
を

学
び
、実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
し
な
が
ら
、簡
単
な
機
械
を
動

か
す
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
が
自
分
た

ち
の
身
近
な
生
活
に
深
く
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る

学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み

を
学
び
、タ
ブ
レ
ッ
ト
で
撮
影
し

た
画
像
を
加
工
し
な
が
ら
、ア
ニ

メ
作
品
を
制
作
し
ま
す
。

　
今
後
、成
果
発
表
の
場
と
し

て
、小
学
生
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

大
会
へ
の
参
加
や
、作
品
発
表
会

も
行
う
予
定
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、外
部
講
師
か
ら
の

指
導
や
、会
津
大
学
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、低
学
年
か
ら
段
階

的
に
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

  

学
校
教
育
課  

管
理・指
導
班

☎（
24
）５
３
１
４

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

理
解

≪外部講師から指導を受ける児童の様子≫

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

活
用

問

小規模特認校・上三宮小学校
～ ICT教育の充実～

小規模特認校・上三宮小学校
～ ICT教育の充実～

　
６
月
２
日
、株
式
会
社
モ
ン

ベ
ル（
本
社
・
大
阪
市
）と
、ア

ウ
ト
ド
ア
活
動
な
ど
の
促
進

を
通
じ
た
地
域
活
性
化
と
市

民
生
活
の
質
の
向
上
を
目
的

に
、包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　「
道
の
駅
あ
い
づ
湯
川
・

会
津
坂
下
」で
行
わ
れ
た
締
結

式
で
は
、会
津
地
域
13
市
町
村

長
と
モ
ン
ベ
ル
の
辰
野
会
長

が
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

協
定
締
結
後
、各
市
町
村
と
福

島
県
会
津
地
方
振
興
局
、そ
し

て
モ
ン
ベ
ル
と
の
間
で「
人
生

１
０
０
年
時
代
会
津
・
モ
ン

ベ
ル
広
域
連
携
共
同
宣
言
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
締
結
と
宣
言
に

よ
っ
て
、会
津
13
市
町
村
が
互

い
に
持
っ
て
い
る
魅
力
を
高

め
な
が
ら
、地
域
全
体
を
活
性

化
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

連
携
事
項

①
自
然
体
験
の
促
進
に
よ
る

環
境
保
全
意
識
の
醸
成
に
関

す
る
こ
と

②
子
ど
も
た
ち
の
生
き
抜
い

て
い
く
力
の
育
成
に
関
す
る

こ
と

③
自
然
体
験
の
促
進
に
よ
る

健
康
増
進
に
関
す
る
こ
と

④
防
災
意
識
と
災
害
対
応
力

の
向
上
に
関
す
る
こ
と

⑤
地
域
の
魅
力
発
信
と
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
促
進
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
に
関
す

る
こ
と

⑥
農
林
水
産
業
の
活
性
化
に

関
す
る
こ
と

⑦
高
齢
者
、障
が
い
者
等
の

自
然
体
験
参
加
の
促
進
に
関

す
る
こ
と

  

企
画
調
整
課
企
画
調
整
班

☎（
24
）５
２
０
９

問

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結

▲  地域活性化への期待を語る遠藤市長

8.48％



　
熱
中
症
予
防×

コ
ロ
ナ
感
染

予
防
で「
新
し
い
生
活
様
式
」に

お
け
る
熱
中
症
予
防
行
動
の
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

・
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
利
用
で
部

屋
の
温
度
を
調
節

・
感
染
症
予
防
の
た
め
、換
気
扇

や
窓
開
放
に
よ
る
換
気
の
確
保

と
エ
ア
コ
ン
の
温
度
設
定
を
こ

ま
め
に
調
整

・
の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
補
給

・
１
日
あ
た
り
１
．２
㍑
を
目
安

に・
大
量
の
汗
を
か
い
た
時
は
塩

分
も
忘
れ
ず
に

・
気
温
、湿
度
の
高
い
中
で
の
マ

ス
ク
着
用
は
要
注
意

・
屋
外
で
人
と
十
分
な
距
離（
少

な
く
と
も
２
㍍
以
上
）が
確
保
で

き
る
場
合
は
マ
ス
ク
を
外
す

・
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
時

は
、負
荷
の
か
か
る
作
業
や
運
動

を
避
け
、周
囲
の
人
と
距
離
を
十

分
と
っ
た
上
で
適
宜
マ
ス
ク
を

外
し
て
休
憩
を

・
日
頃
か
ら
体
温
測
定
、健
康

チ
ェ
ッ
ク

・
体
調
が
悪
い
時
は
無
理
せ
ず

自
宅
で
静
養

・
三
度
の
食
事
と
充
分
な
睡
眠

で
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ

う
　
熱
中
症
の
危
険
性
が
極
め
て

高
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
日
の

前
日
夕
方
ま
た
は
当
日
早
朝
に

都
道
府
県
ご
と
に
発
表
さ
れ
ま

す
。

　
普
段
以
上
に「
熱
中
症
予
防
行

動
」を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

・
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
が
最
も

重
要

・
昼
夜
を
問
わ
ず
、エ
ア
コ
ン
な

ど
で
部
屋
の
温
度
を
調
整

・
不
要
不
急
の
外
出
は
で
き
る

だ
け
避
け
る

・
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
高
齢

者
・
子
ど
も
・
持
病
の
あ
る
方
・

肥
満
の
方・障
が
い
の
あ
る
方
々

へ
、夜
間
を
含
む
エ
ア
コ
ン
の
使

用
や
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行

う
よ
う
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う

　
気
温
・
湿
度
・
日
差
し
な
ど

か
ら
な
る
熱
中
症
の
危
険
性
を

示
す
指
標
で
す
。

広報きたかた　2022. ７　⑥広報きたかた　2022. ７　⑦ ☎広報に記載の市内電話番号 ☎「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」と「高郷町」との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

①
受
診
前
に
検
温
な
ど
で
体
調

を
確
認
し
、具
合
が
悪
い
時
は
受

診
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
の
際
に
は
、マ
ス
ク
を
着

用
し
、施
設
に
備
え
付
け
の
手
指

消
毒
を
使
用
す
る
か
、ア
ル
コ
ー

ル
が
使
用
で
き
な
い
方
は
、手
洗

い
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
総
合
健
診（
集
団
健
診
）で
は
、

密
に
な
ら
な
い
よ
う
整
理
券
を

配
布
し
ま
す
。配
布
時
間
は
午
前

７
時
30
分
、受
付
開
始
時
間
は
午

前
８
時
で
す
。

③
施
設
健
診（
医
療
機
関
）で
受

診
希
望
の
方
は
、必
ず
事
前
に
電

話
予
約
を
し
て
、医
療
機
関
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
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推
進
室

☎（
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）５
２
２
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熱
中
症
の
予
防
法

熱中症

問

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、今
回

は
感
染
症
の
話
で
す
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
現
れ

て
２
年
半
が
経
ち
、マ
ス
ク
の

着
用
や
移
動
制
限
は
徐
々
に
緩

和
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、新

型
コ
ロ
ナ
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
拡

大
し
て
、世
界
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。新
型
コ
ロ
ナ
の
起
源
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、コ

ウ
モ
リ
の
感
染
症
に
由
来
す
る

と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。コ
ウ

モ
リ
は
洞
窟
や
森
、人
家
の
屋

根
裏
な
ど
に
大
き
な
群
れ
を

作
っ
て
棲
み
、人
間
よ
り
も
は

る
か
に「
密
閉
・
密
集
・
密
接
」

し
た
、ウ
イ
ル
ス
が
広
ま
り
や

す
い
環
境
で
生
活
し
て
い
ま

す
。コ
ウ
モ
リ
と
コ
ウ
モ
リ
の

ウ
イ
ル
ス
は
何
千
万
年
も
の

間
、お
互
い
に
競
争
し
て
進
化

を
続
け
、コ
ウ
モ
リ
は
ウ
イ
ル

ス
を
抑
え
込
む
強
い
免
疫
力
を

持
ち
、逆
に
コ
ウ
モ
リ
の
ウ
イ

ル
ス
は
コ
ウ
モ
リ
の
免
疫
に
打

ち
勝
て
る
よ
う
な
強
い
感
染
力

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
に
進
化
し
て
強
力
な

感
染
力
を
持
ち
、コ
ウ
モ
リ
の

世
界
か
ら
人
間
の
世
界
に
出
て

き
た
ウ
イ
ル
ス
の
一
つ
が
、新

型
コ
ロ
ナ
な
の
だ
と
考
え
る
人

も
い
ま
す
。

　
人
間
の
世
界
に
は
数
年
か
ら

数
十
年
ご
と
に
新
型
コ
ロ
ナ
の

よ
う
な
未
知
の
感
染
症
が
現
れ

て
い
ま
す
。子
ど
も
は
未
知
の

感
染
症
に
も
あ
る
程
度
対
応
で

き
る
、柔
軟
な
免
疫
の
し
く
み

を
持
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
加

齢
に
伴
い
免
疫
の
適
応
力
は

徐
々
に
失
わ
れ
、未
知
の
感
染

症
に
対
す
る
抵
抗
力
は
弱
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。未
知
の
感

染
症
も
含
め
、感
染
症
の
予
防

の
上
で
最
も
頼
り
に
な
る
の
は

ワ
ク
チ
ン
で
す
。新
型
コ
ロ
ナ

以
外
に
も
、肺
炎
球
菌
肺
炎
、帯

状
疱
疹
、子
宮
頚
癌
な
ど
、ワ
ク

チ
ン
で
予
防
で
き
る
病
気
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

喜多方市 地域・家庭医療センター
「ほっと☆きらり」
医  師 武田 　仁

感
染
症
と
ワ
ク
チ
ン

に
気を付けましょう気を付けましょう

暑
さ
を
避
け
る

こ
ま
め
に
水
分
補
給

適
宜
マ
ス
ク
を
外
す

日
頃
か
ら
健
康
管
理

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
」を
知
っ
て
い
ま
す

か
？

警
戒
ア
ラ
ー
ト
発
表
時

の
予
防
行
動

外
出
は
で
き
る
だ
け

控
え
る

熱
中
症
の
リ
ス
ク
が

高
い
方
に
声
か
け
を

外
で
の
運
動
は
中
止

ま
た
は
延
期
に

暑
さ
指
数（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）

の
確
認

（環境省 熱中症予防情報サイトより）

同じ気温でも湿度が高い方が
熱中症のリスクは高くなるよ

感
染
予
防
の
た
め
に

健(検)診種類 受診方法 実施期間
特 　 定 　 健 　 診

集団または施設
集団：８月～11月
施設：７月～11月

７月～９月

７月～11月

７月～Ｒ５.１月

後 期 高 齢 者 健 診
胸 　 部 　 検 　 診
大 腸 が ん 検 診
胃　が　ん　検　診
前 立 腺 が ん 検 診
肝炎ウイルス検診
健 　 康 　 診 　 査 集　　団 初日８/８ ( 月) ～
骨粗しょう症検診 集　　団 ９/11 ( 日)

胃がんリスク検査

施　　設歯 　 科 　 検 　 診
眼 　 底 　 検 　 査

子 宮 が ん 検 診

乳　が　ん　検　診 集団または施設 集団：７月～９月
施設：７月～12 月

令和４年度 健（検）診の実施
　健診を受けることで病気の予防、早期発見・早期治療が可能です。また、自覚症状があ
る方は健診ではなく速やかに医療機関を受診しましょう。

・対象者の方には、６月末日までに通知しています。内容を確認し、受診してください。
・情報は、４月に各戸配布した「健康のしおり」にも掲載してあります。
・健（検）診を希望する方で、通知が届かない方は、問い合わせてください。



　
熱
中
症
予
防×

コ
ロ
ナ
感
染

予
防
で「
新
し
い
生
活
様
式
」に

お
け
る
熱
中
症
予
防
行
動
の
ポ
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ン
ト
で
す
。

・
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
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用
で
部

屋
の
温
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．２
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２
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距
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を
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た
上
で
適
宜
マ
ス
ク
を

外
し
て
休
憩
を

・
日
頃
か
ら
体
温
測
定
、健
康

チ
ェ
ッ
ク

・
体
調
が
悪
い
時
は
無
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せ
ず

自
宅
で
静
養

・
三
度
の
食
事
と
充
分
な
睡
眠

で
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ

う
　
熱
中
症
の
危
険
性
が
極
め
て

高
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
日
の

前
日
夕
方
ま
た
は
当
日
早
朝
に

都
道
府
県
ご
と
に
発
表
さ
れ
ま

す
。

　
普
段
以
上
に「
熱
中
症
予
防
行

動
」を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

・
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
が
最
も

重
要

・
昼
夜
を
問
わ
ず
、エ
ア
コ
ン
な

ど
で
部
屋
の
温
度
を
調
整

・
不
要
不
急
の
外
出
は
で
き
る

だ
け
避
け
る

・
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
高
齢

者
・
子
ど
も
・
持
病
の
あ
る
方
・

肥
満
の
方・障
が
い
の
あ
る
方
々

へ
、夜
間
を
含
む
エ
ア
コ
ン
の
使

用
や
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行

う
よ
う
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う

　
気
温
・
湿
度
・
日
差
し
な
ど

か
ら
な
る
熱
中
症
の
危
険
性
を

示
す
指
標
で
す
。
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を
着

用
し
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に
備
え
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け
の
手
指

消
毒
を
使
用
す
る
か
、ア
ル
コ
ー

ル
が
使
用
で
き
な
い
方
は
、手
洗

い
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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総
合
健
診（
集
団
健
診
）で
は
、

密
に
な
ら
な
い
よ
う
整
理
券
を

配
布
し
ま
す
。配
布
時
間
は
午
前

７
時
30
分
、受
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開
始
時
間
は
午

前
８
時
で
す
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設
健
診（
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関
）で
受

診
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望
の
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は
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ず
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に
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約
を
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関
の
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だ
さ
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に
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は
、今
回

は
感
染
症
の
話
で
す
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
現
れ

て
２
年
半
が
経
ち
、マ
ス
ク
の

着
用
や
移
動
制
限
は
徐
々
に
緩

和
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、新

型
コ
ロ
ナ
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
拡

大
し
て
、世
界
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。新
型
コ
ロ
ナ
の
起
源
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、コ

ウ
モ
リ
の
感
染
症
に
由
来
す
る

と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。コ
ウ

モ
リ
は
洞
窟
や
森
、人
家
の
屋

根
裏
な
ど
に
大
き
な
群
れ
を

作
っ
て
棲
み
、人
間
よ
り
も
は

る
か
に「
密
閉
・
密
集
・
密
接
」

し
た
、ウ
イ
ル
ス
が
広
ま
り
や

す
い
環
境
で
生
活
し
て
い
ま

す
。コ
ウ
モ
リ
と
コ
ウ
モ
リ
の

ウ
イ
ル
ス
は
何
千
万
年
も
の

間
、お
互
い
に
競
争
し
て
進
化

を
続
け
、コ
ウ
モ
リ
は
ウ
イ
ル

ス
を
抑
え
込
む
強
い
免
疫
力
を

持
ち
、逆
に
コ
ウ
モ
リ
の
ウ
イ

ル
ス
は
コ
ウ
モ
リ
の
免
疫
に
打

ち
勝
て
る
よ
う
な
強
い
感
染
力

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
に
進
化
し
て
強
力
な

感
染
力
を
持
ち
、コ
ウ
モ
リ
の

世
界
か
ら
人
間
の
世
界
に
出
て

き
た
ウ
イ
ル
ス
の
一
つ
が
、新

型
コ
ロ
ナ
な
の
だ
と
考
え
る
人

も
い
ま
す
。

　
人
間
の
世
界
に
は
数
年
か
ら

数
十
年
ご
と
に
新
型
コ
ロ
ナ
の

よ
う
な
未
知
の
感
染
症
が
現
れ

て
い
ま
す
。子
ど
も
は
未
知
の

感
染
症
に
も
あ
る
程
度
対
応
で

き
る
、柔
軟
な
免
疫
の
し
く
み

を
持
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
加

齢
に
伴
い
免
疫
の
適
応
力
は

徐
々
に
失
わ
れ
、未
知
の
感
染

症
に
対
す
る
抵
抗
力
は
弱
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。未
知
の
感

染
症
も
含
め
、感
染
症
の
予
防

の
上
で
最
も
頼
り
に
な
る
の
は

ワ
ク
チ
ン
で
す
。新
型
コ
ロ
ナ

以
外
に
も
、肺
炎
球
菌
肺
炎
、帯

状
疱
疹
、子
宮
頚
癌
な
ど
、ワ
ク

チ
ン
で
予
防
で
き
る
病
気
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

喜多方市 地域・家庭医療センター
「ほっと☆きらり」
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ン
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こ
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に
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分
補
給

適
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マ
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を
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す

日
頃
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健
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管
理
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中
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ま
す
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？
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ア
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ー
ト
発
表
時

の
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で
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だ
け

控
え
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熱
中
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方
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け
を
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で
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運
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止

ま
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延
期
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暑
さ
指
数（
Ｗ
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Ｇ
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）
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認

（環境省 熱中症予防情報サイトより）

同じ気温でも湿度が高い方が
熱中症のリスクは高くなるよ

感
染
予
防
の
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め
に
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集団：８月～11月
施設：７月～11月
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７月～11月

７月～Ｒ５.１月

後 期 高 齢 者 健 診
胸 　 部 　 検 　 診
大 腸 が ん 検 診
胃　が　ん　検　診
前 立 腺 が ん 検 診
肝炎ウイルス検診
健 　 康 　 診 　 査 集　　団 初日８/８ ( 月) ～
骨粗しょう症検診 集　　団 ９/11 ( 日)

胃がんリスク検査

施　　設歯 　 科 　 検 　 診
眼 　 底 　 検 　 査

子 宮 が ん 検 診

乳　が　ん　検　診 集団または施設 集団：７月～９月
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広報きたかた　2022. ７　⑧☎広報に記載の市内電話番号 ☎「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」と「高郷町」との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

喜多方シティレガッタ
　３年ぶりに喜多方シティレガッタを開
催します。レガッタの再開を心待ちにし
ていた皆さん、お待たせしました。
　今大会は、参加クルー数を制限して、
感染防止対策を徹底して開催します。
　皆さんの参加をお待ちしています。
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催します。レガッタの再開を心待ちにし
ていた皆さん、お待たせしました。
　今大会は、参加クルー数を制限して、
感染防止対策を徹底して開催します。
　皆さんの参加をお待ちしています。

生涯学習課  スポーツ振興室  ☎（24）5327問

少年の主張喜多方市大会

生涯学習課  生涯学習係  ☎（24）5318問

真夏の水上運動会

　今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、入場者を限定して開催します。

小学生の部  （作文コンクール）
◆対象者　17人（各校１人）
◆表彰式　最優秀賞受賞者のみ
中学生の部  （少年の主張大会）
◆日　時　７月23日（土） 午後１時30分
◆会　場　喜多方プラザ大ホール
◆対象者　７人（各校１人）
◆入場者　学校関係者および発表者の家族
　大会の模様はラジオ番組にて放送を予定して
います。放送日などは８月号でお知らせします。

青少年ちゃれんじ講座

中央公民館  ☎（24）4811問申

　学びと交流を目的とした講座です。楽しみなが
ら見学、体験などの学習をします。

◆日　　時　７月28日（木）
　　　　　　午前８時45分～午後４時15分
　　　　　　※喜多方プラザ出発・到着
◆場　　所　郡山市総合地方卸売市場、ビッグパ
　　　　　　レットふくしま
◆対　　象　市内在住の小学生 15人
◆参 加 費　2,300円（入館料、昼食代含む）
◆申込期限　７月15日（金）
※定員になり次第締め切り
　ます。

中央公民館  ☎（24）4811

　2,300円（入館料、昼食代含む）

社会教育関係団体へお知らせ
認定継続通知書の発送

◆内　　容 社会教育関係団体として教育委員会から認定継続が認められる団体には、令和４年度より
　　　　　　認定継続通知書を交付します。
◆発 送 日　７月中旬

団体活動を広報に掲載しませんか？
◆内　　容　社会教育関係団体の活動活性化のため、本コーナーに活動紹介の記事を掲載します。
　　　　　　会員募集や、日ごろの活動の成果を掲載しませんか？
　　　　　　団体紹介はホームページからもご覧いただけます。
◆対　　象　社会教育関係団体として教育委員会の認定を受けた団体
◆申し込み方法　団体紹介シートに必要事項を記入し、活動状況がわかる写真を
　　　　　　添えて提出してください。

団体紹介シートはこちら☝生涯学習課  生涯学習係  ☎（24）5318問

第 15 回

KITAKATA CITY REGATTA
参加クルー募集！

会場　福島県営荻野漕艇場会場　福島県営荻野漕艇場

開催日 令和４年８月７日（日）開催日 令和４年８月７日（日）

□ 競 漕 種 目　ナックルフォア（距離 500 ㍍） □ 募集クルー数　70 クルー（先着順）
□ 出 漕 部 門

□ 参　加　料　5,000 円
□ 申し込み方法 市スポーツイベントまるわかりサイト 「ZO－SANET（ゾーサネット）」
　　　　　　　 から、申し込んでください。参加料も、同サイト内で納入できます。
□ 申 込 期 間　令和４年７月９日 ( 土 ) 午前 10 時～７月 23 日（土）
　　　　　　　 各部門とも募集数に達した時点で、受け付けを終了します。

□ 留 意 事 項 〇参加者は、大会当日２週間前から体調管理を行い、
　　　　　　　　 大会当日に「健康管理チェックシート」を提出してくだい。
　　　　　　　 〇大会当日、参加者は「新型コロナウイルスワクチン２回以上接種済みが証明できる
　　　　　　　　 もの」または「検査陰性 証明書」を持参し、受け付けをしてください。
　　　　　　　 〇参加の皆さんには、新型コロナウイルス感染防止対策に協力をお願いします。

▲申し込みは
こちらから！

区分 部門 年齢別等 募集数

男　子
一般男子 漕手４人の合計年齢 160 歳未満 15

シニア男子 漕手４人の合計年齢 160 歳以上 15

女　子
一般女子 漕手４人の合計年齢 160 歳未満 ５

シニア女子 漕手４人の合計年齢 160 歳以上 ５
男女混合 ミックス 漕手２人以上が女性 年齢制限なし 15

アスリート ボート選手、性別、年齢制限なし 15
※今回大会から出漕部門が変更となりました。

申



広報きたかた　2022. ７　⑨

生 涯 学 習 だ よ り

広報きたかた　2022. ７　⑧☎広報に記載の市内電話番号 ☎「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」と「高郷町」との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

喜多方シティレガッタ
　３年ぶりに喜多方シティレガッタを開
催します。レガッタの再開を心待ちにし
ていた皆さん、お待たせしました。
　今大会は、参加クルー数を制限して、
感染防止対策を徹底して開催します。
　皆さんの参加をお待ちしています。

　３年ぶりに喜多方シティレガッタを開
催します。レガッタの再開を心待ちにし
ていた皆さん、お待たせしました。
　今大会は、参加クルー数を制限して、
感染防止対策を徹底して開催します。
　皆さんの参加をお待ちしています。

生涯学習課  スポーツ振興室  ☎（24）5327問

少年の主張喜多方市大会

生涯学習課  生涯学習係  ☎（24）5318問

真夏の水上運動会

　今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、入場者を限定して開催します。

小学生の部  （作文コンクール）
◆対象者　17人（各校１人）
◆表彰式　最優秀賞受賞者のみ
中学生の部  （少年の主張大会）
◆日　時　７月23日（土） 午後１時30分
◆会　場　喜多方プラザ大ホール
◆対象者　７人（各校１人）
◆入場者　学校関係者および発表者の家族
　大会の模様はラジオ番組にて放送を予定して
います。放送日などは８月号でお知らせします。

青少年ちゃれんじ講座

中央公民館  ☎（24）4811問申

　学びと交流を目的とした講座です。楽しみなが
ら見学、体験などの学習をします。

◆日　　時　７月28日（木）
　　　　　　午前８時45分～午後４時15分
　　　　　　※喜多方プラザ出発・到着
◆場　　所　郡山市総合地方卸売市場、ビッグパ
　　　　　　レットふくしま
◆対　　象　市内在住の小学生 15人
◆参 加 費　2,300円（入館料、昼食代含む）
◆申込期限　７月15日（金）
※定員になり次第締め切り
　ます。

社会教育関係団体へお知らせ
認定継続通知書の発送

◆内　　容 社会教育関係団体として教育委員会から認定継続が認められる団体には、令和４年度より
　　　　　　認定継続通知書を交付します。
◆発 送 日　７月中旬

団体活動を広報に掲載しませんか？
◆内　　容　社会教育関係団体の活動活性化のため、本コーナーに活動紹介の記事を掲載します。
　　　　　　会員募集や、日ごろの活動の成果を掲載しませんか？
　　　　　　団体紹介はホームページからもご覧いただけます。
◆対　　象　社会教育関係団体として教育委員会の認定を受けた団体
◆申し込み方法　団体紹介シートに必要事項を記入し、活動状況がわかる写真を
　　　　　　添えて提出してください。

団体紹介シートはこちら☝生涯学習課  生涯学習係  ☎（24）5318問

第 15 回

KITAKATA CITY REGATTA
参加クルー募集！

会場　福島県営荻野漕艇場会場　福島県営荻野漕艇場

開催日 令和４年８月７日（日）開催日 令和４年８月７日（日）

□ 競 漕 種 目　ナックルフォア（距離 500 ㍍） □ 募集クルー数　70 クルー（先着順）
□ 出 漕 部 門

□ 参　加　料　5,000 円
□ 申し込み方法 市スポーツイベントまるわかりサイト 「ZO－SANET（ゾーサネット）」
　　　　　　　 から、申し込んでください。参加料も、同サイト内で納入できます。
□ 申 込 期 間　令和４年７月９日 ( 土 ) 午前 10 時～７月 23 日（土）
　　　　　　　 各部門とも募集数に達した時点で、受け付けを終了します。

□ 留 意 事 項 〇参加者は、大会当日２週間前から体調管理を行い、
　　　　　　　　 大会当日に「健康管理チェックシート」を提出してくだい。
　　　　　　　 〇大会当日、参加者は「新型コロナウイルスワクチン２回以上接種済みが証明できる
　　　　　　　　 もの」または「検査陰性 証明書」を持参し、受け付けをしてください。
　　　　　　　 〇参加の皆さんには、新型コロナウイルス感染防止対策に協力をお願いします。

▲申し込みは
こちらから！

区分 部門 年齢別等 募集数

男　子
一般男子 漕手４人の合計年齢 160 歳未満 15

シニア男子 漕手４人の合計年齢 160 歳以上 15

女　子
一般女子 漕手４人の合計年齢 160 歳未満 ５

シニア女子 漕手４人の合計年齢 160 歳以上 ５
男女混合 ミックス 漕手２人以上が女性 年齢制限なし 15

アスリート ボート選手、性別、年齢制限なし 15
※今回大会から出漕部門が変更となりました。

申


